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背景と目的 
孫正義氏は、生成 AI を駆使して特許を大量に出願しており、その背景には AI 技術の急速
な進化と知財業界への影響がある。特に、生成 AI はアイデア創出のプロセスを効率化し、
従来の手間を大幅に削減する可能性を秘めている。これにより、特許出願のハードルが下が
り、より多くの企業や個人が知的財産を保護する手段として利用できるようになってい
る。 1 2 
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特許出願は、単なる技術の保護にとどまらず、新たなビジネスモデルの創出を目指している。
孫氏の戦略は、特許を通じて競争優位を確立し、他社が模倣できない独自の技術を持つこと
に重きを置いている。特許は、企業にとっての「攻撃」と「防御」の両方の役割を果たし、
技術革新を促進する重要な要素となっている。 3 2 
2023 年には 1,008 件の特許を出願し、2024 年には約 200 件が公開されている。これらの特
許は、主に自動運転や物流に関連する技術であり、孫氏は生成 AI を活用してアイデアを生
み出している。特に、連続する特許出願には、技術の連想を活かした戦略が見られ、生成 AI
との対話を通じて新たな発明を次々と生み出していることが伺える。 3 4 
孫氏の特許戦略は、情報革命を実現するための重要なステップとされている。彼のビジョン
は、AI や通信技術を駆使して新たな価値を創造し、社会全体に影響を与えることにある。
特許出願は、単なる技術の保護にとどまらず、未来のビジネスモデルを形作るための布石と
して機能しており、これによりソフトバンクグループは競争力を高めている。 1 2 
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生成 AI の活用方法 
生成 AI は、膨大なデータを解析し、そこからパターンを学習することで新しいアイデアを
生成する能力を持っています。この技術は、特にビジネスや研究の分野で注目されており、
従来のアイデア出しの方法に比べて、より迅速かつ多様な発想を可能にします。AI は、ユ
ーザーが提供した情報を基に関連性の高いアイデアを提示し、創造的なプロセスをサポー
トします。 5 6 
孫正義氏は、生成 AI を活用して特許出願を行うことで、物流や自動運転といった先進的な
分野での革新を推進しています。彼の特許出願は、AI によるアイデア創出の具体例として
注目されており、特に連続的な出願が特徴的です。例えば、物流分野ではピッキング技術か
ら梱包技術へと、関連する技術の発展を見せています。 1 3 
生成 AI は、アイデア出しのプロセスを大幅に効率化することができます。従来の方法では
時間がかかるアイデアの発想を、AI は瞬時に行うことができ、多様な選択肢を提供します。
これにより、企業や研究者は新しいアイデアを迅速に検討し、実行に移すことが可能となり
ます。ただし、AI の提案をそのまま受け入れるのではなく、最終的な判断は人間が行うこ
とが重要です。 7 8 
生成 AI におけるアイデア創出技法として、逆算法や SCAMPER 法が広く用いられていま
す。逆算法は、最終目標から逆算してアイデアを導き出す手法であり、具体的なアクション
を明確にするのに役立ちます。一方、SCAMPER 法は既存のアイデアを発展させるための
フレームワークで、代替、結合、適応などの観点から新しいアイデアを生み出します。これ
らの手法を AI に適用することで、より創造的な発想が促進されます。 5 8 
特許明細書作成プロセス 
特許明細書の作成は、特許出願の根幹を成す重要なプロセスです。明細書には、発明の名称、
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技術分野、背景技術、発明の概要などが含まれ、これらは特許権を取得するための基盤とな
ります。特に、発明の概要では、解決しようとする課題やその手段、発明の効果を明確に記
述することが求められます。これにより、特許庁は発明の新規性や進歩性を評価することが
可能となります。 9 
生成 AI の導入により、特許明細書の初稿作成が大幅に効率化されています。AI は大量のデ
ータを分析し、過去の特許文書を学習することで、迅速に初稿を生成することが可能です。
このプロセスは、従来の手作業に比べて時間を大幅に短縮し、特許出願のスピードを向上さ
せるだけでなく、人的エラーのリスクも軽減します。 1 
生成 AI を活用することで、特許出願にかかる時間とコストを大幅に削減することが可能で
す。特許出願のプロセスは通常、複雑で時間がかかるため、AI の導入は特に有効です。例
えば、特許明細書の作成にかかる費用を抑えることができ、企業はより多くのアイデアを迅
速に特許化することができます。これにより、競争力を高めることが期待されます。 3 
特許出願の際には、事前に公開特許公報などを調査し、新規性を確認することが重要です。
特許を受けるためには、発明が公知でないことが求められます。事前調査を行うことで、同
様の発明が既に特許化されていないかを確認し、無駄な出願を避けることができます。この
プロセスは、特許出願の成功率を高めるために不可欠です。 10 

 

知財業界への影響 
生成 AI の活用は、特許出願のプロセスに革命をもたらしています。従来、特許出願には多
くの手間と時間がかかり、特にアイデアの発掘から明細書の作成までの過程は煩雑でした。
しかし、孫正義氏が示したように、生成 AI を活用することで、これらのプロセスを大幅に
効率化することが可能となります。AI は膨大なデータを分析し、迅速にアイデアを生成す
る能力を持っており、これにより特許出願のスピードと精度が向上しています。 1 
AI による特許出願は、技術の進化を加速させ、企業の競争力を高める重要な要因となって
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います。特に、半導体業界では AI を活用した特許出願が急増しており、これは技術革新の
スピードを加速させる要因となっています。生成 AI は、従来の技術開発における限界を打
破し、新たな発明を生み出す手助けをすることで、企業が市場での優位性を確保するための
強力なツールとなっています。 3 
知財業界では、AI による発明が特許として認められるべきかという論争が続いています。
この問題は、生成 AI が新たな発明を生み出す能力を持つことから生じており、特許法の枠
組みを再考する必要性が高まっています。特に、AI が生成したアイデアが人間の創造性と
どのように異なるのか、またその権利をどのように扱うべきかが議論の焦点となっていま
す。 1 
生成 AI の進化は、特許出願の数を増加させ、知財業務の効率化を促進しています。AI は特
許調査や明細書作成のプロセスを自動化することで、従来の手法に比べて大幅な時間短縮
を実現しています。これにより、企業はより多くの特許を迅速に出願できるようになり、競
争力を維持するための重要な戦略として AI を活用することが求められています。 11 

 
今後の展望 
生成 AI を活用した特許出願は、今後も増加し続けると予測されています。特に、ソフトバ
ンクの孫正義氏が生成 AI を駆使して特許を大量に出願したことが注目を集めており、これ
は特許業界における新たな潮流を示しています。AI の進化により、従来の特許出願プロセ
スが大幅に効率化される可能性が高まっており、これにより多くの企業が特許戦略を見直
す必要が出てくるでしょう。 1 3 
AI 技術の進化に伴い、特許出願のプロセスはさらに効率化される見込みです。生成 AI を活
用することで、アイデアの創出から特許明細書の作成までの時間とコストを大幅に削減で
きる可能性があります。特に、孫氏の手法は、AI を用いた連想ゲームのように次々とアイ
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デアを生み出すことができるため、特許出願のスピードが飛躍的に向上することが期待さ
れています。 3 12 
孫正義氏の特許戦略は、ソフトバンクの成長と技術革新に寄与しています。彼は生成 AI を
活用して、特許出願を行う際に新たな発明を次々と生み出しています。特に、彼の発明は自
動運転や物流分野において顕著であり、これによりソフトバンクの技術的優位性が強化さ
れています。酒井氏の指摘通り、企業のトップが個人として発明者となることは珍しく、こ
れは孫氏の強い意志を示しています。 3 1 
生成 AIは、特許業界だけでなく、他の産業分野にも大きな影響を与える可能性があります。
特に、製品開発やマーケティング、コンテンツビジネスにおいても、AI の活用が進んでい
ます。AI 技術が理論研究から実用化フェーズにシフトしたことで、様々な分野での応用が
期待されており、特許出願の増加はその一環として位置づけられています。 12 3 
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SoftBank World 2023 孫 正義 特別講演 AGI を中心とした新たな ... 
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SoftBank World 2024 孫 正義 特別講演 超知性が 10 年以内に ... 
1 month ago 

 
注目 AI ニュース 15 選～孫正義 AI 進化の 8 ステップ、ChatGPT ... 
Oct 6, 2024 
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